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論文要旨

大麦若葉粉末の水不溶性食物繊維構成多糖は､約55%がセルロースで約45%が非セルロース性多糖であるO

非セルロース性多糖の約70%を占めるアラビノキシランの化学構造を調べるために､アラビノキシランの分

離 ･精製および､得られたアラビノキシランのキシラン加水分解酵素キシラナーゼによる屑片分析を行った｡

水不溶性食物繊維画分から､4%の水酸化カ リウム抽出画分- ミセルロース ⅠをDEAE-SephadexA-25

(酢酸型)に供し､非吸着型アラビノキシランーⅠと吸着型アラビノキシランーⅡを49:37で得た｡アラビノキ

シランIIの構成糖は､ウロン酸 :ラムノース :フコース :アラビノース :ガラクトース :グルコース :キシ

ロース-微量 :0:0.3:25.2:10.6:2.1:61.8で､アラビノキシランーⅡのそれは､微量 :2.2:0.2:24.0:

8.5:0.5:64.6であったOキシラナ-ゼ加水分解物中のキシロオ リゴ糖 (重合度 1-3)と側鎖を有するキ

シロオ リゴ糖の比率は､アラビノキシランーⅠで28:72､アラビノキシランーⅡで11:89であった｡これらの結

果より､大麦若葉粉末に由来するアラビノキシランーⅠと-Ⅱの違いは側鎖構成成分のアラビノース残基等によ

る分岐率とそれらのキシラン主鎖上での分布状態に違いがあると推定された｡

キーワー ド:大麦若葉､水不溶性食物繊維､多糖類､アラビノキシラン

1.緒 言

種々の天然食品素材が疾病予防効果や生体調節

作用を有することが知られている｡その一つに食

物繊維1)がある｡食物繊維の大部分はほとんどが

多糖類から構成されている植物細胞壁に由来す

る2)｡いろいろな幼植物を原材料にした機能性食

品があり､大麦若葉もその一つであるO前報3)に

おいて､大麦若葉乾燥粉末の食物繊維画分の多糖

類の種類とその量を調べたところ､①大麦若葉粉

末の水可溶性食物繊維画分と水不溶性食物繊維画

分に含まれる全糖量比は 1:13.7で､ほとんどが水

不溶性食物繊維から成ること､そして､②水不溶

性食物繊維画分を構成する多糖は約55%がセルロ

ース､約30%がアラビノグルクロノキシラン､約

3%がキシログルカン､約5%が側鎖を有するラ

ムノガラクツロナン､約7%がその他の多糖であ

ることを明らかにした｡

本研究では非セルロース多糖の約70%を占める

アラビノグルクロノキシランの構造を調べるため

に､本多糖の分離 ･精製を行うとともに､キシラ

ナ-ゼによる屑片分析を行ったので､その結果を

報告する｡

2.実験材料および方法

1)材料

大麦若葉粉末の水不溶性食物繊維画分から得ら

れた､4%水酸化カ リウム抽出上清のヘ ミセルロ

ースIB(HC-IB)画分(ウロン酸:ラムノース:フコ

ース:アラビノース:ガラクトース:グルコース:キ

シロース-10,8:1.2:0.2:21,7:7.1:1.7:57.2)を
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用いた｡
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2)HC-IBのDEAE-SephadexA-25カラムク

ロマ トグラフィー

HC-IB画分 (619.45mgグルコース相当量)を

20mM酢酸緩衝液 (pH5.5)に溶解､遠心操作

(5,000rpm､30分)にて不溶物を除去 し､上清

(39ml)を得たO上清の全糖量をフェノール ･硫

酸法4)にて測定し､これをDEAE-SephadexA-

25カ ラムク ロマ トグラフィーに供 した.試料

619.45mg(全糖量)を同緩衝液で平衡化したカラ

ム (5×20cm)にのせ､1,000mlの20mM酢酸緩

衝液で溶出した｡次に､1,000mlの0.2M塩化ナ ト

リウムを含む20mM酢酸緩衝液､引き続き1,000ml

の0.5M塩化ナ トリウムを含む同緩衝液､最後に､

1,000mlの0.5M水酸化ナ トリウムを含む同緩衝

液の溶出を行った｡溶出液は20mlずつフラクショ

ンコレクターで試験管に集め､その中から適当量

と り､フ ェ ノ ー ル ･硫 酸 法 に て 全 糖 量

(Absorbanceat490mm)およびカルバゾール･硫

酸法5)にて酸性糖量 (Absorbanceat530nm)を

測定した｡試験管番号6-23､60-72および157-

175をそれぞれ集め､HC-IB-1､2および3画分と

した｡HC-IB-1､2はそのまま､HC-IB-3画分は

酢酸で中和し､流水で透析後に蒸留水に対して透

析し､それぞれ透析内液を凍結乾燥した｡

HC-IB-1(175.65mgグル コー ス 相 当量)を

10mlの20mM酢酸緩衝液 (pH5.5)に溶解､遠心

操作 (5,000rpm､30分)にて不溶物を除去した上

清を､同緩衝液で平衡化したDEAE-SephadexA

-25カラム (2.5×18cm)に供した｡はじめに､

200mlの20mM酢酸緩衝液 (pH5.5)で溶出し､次

に200mlの0.2M塩化ナ トリウムを含む同緩衝液､

引き続き200mlの0.5M塩化ナ トリウムを含む同

緩衝液､最後に､200mlの0.5M水酸化ナ トリウム

を含む同緩衝液の溶出を行った｡溶出液は10mlず

つ集め､その中から適当量とり､全糖量および酸

性糖量を測定した｡試験管番号3-12､23-34お

よび43-48をそれぞれ集め､HC-IB-1-1､2およ

び3画分に分け､流水で透析後､蒸留水に対して

透析し､それぞれ透析内液を凍結乾燥した｡HC-

IB-ト1をアラビノキシランーⅠとして以後の実験

を行った｡

HC-IBl2(134.13mgグルコース相当量)を8

mlの20mM酢酸緩衝液 (pH5.5)に溶解､遠心操

作 (5,000rpm､30分)にて不溶物を除去した上清

を､同緩衝液で平衡化したDEAE-SephadexA-25

カラム (2.5×18cm)に供した｡はじめに､200ml

の20mM酢酸緩衝液(pH5.5)で溶出し､次に200ml

の0.2M塩化ナ トリウムを含む同緩衝液､引き続き

200mlの0.5M塩化ナ トリウムを含む同緩衝液､最

後に､200mlの0.5M水酸化ナ トリウムを含む同緩

衝液の溶出を行った｡溶出液は10mlずつ集め､そ

の中から適当量とり､全糖量および酸性糖量を測

定した｡試験管番号 3-8､24-31､32-44および

45-50をそれぞれ集め､HC-IB-2-1､2､3およ

び4画分に分け､流水で透析後､蒸留水に対して

透析し､それぞれ透析内液を凍結乾燥した｡HC-

IB-2-2をアラビノキシランーⅡとして以後の実

験を行った｡

3)糖結合様式の分析

アラビノキシランーⅠおよび-Ⅱ (約5mgキシロ

ース相当量)を箱守法6)にてメチル化した｡メチ

ル化多糖は酸で加水分解後､水素化ホウ素ナ トリ

ウムで還元してアルジ トールにし､ピリジンと無

水酢酸でアセチル化し､ガスクロマ トグラフィー

による分析7)を行った｡ガスクロマ トグラフは日

立製のG-5000を用い､カラムはJ&W社のヒュー

ズ ドシリカキャピラリーカラムDB-225(0.32m

x15m)を用い､140℃ から200℃ まで 1分あたり

2oCの昇温で分析した｡

4)精製キシラナーゼ処理および酵素分解物の

分画

アラビノキシランーⅠ (36.4mgキシロース相当

塞)を5mlの20mM酢酸緩衝液 (pH5.5)に溶解

し､精製エン ド-1,4-β-キシラナ-ゼ8,9)50〃1

を加え､40℃で48時間反応させた｡反応終了後､

沸騰湯浴中で処理して酵素を失活させ､これに4

倍量のメタノールを加え､遠心操作 (5,000rpm､

30分)により上清と沈殿に分けた｡上清を減圧乾

固後､蒸留水 (1.Oml)に溶解 し､あらかじめ蒸

留水で平衡化しておいたBio-GelP-2のガラスカ

ラム (2.5×40cm)にのせ､蒸留水で溶出した｡溶

出液は2.Omlずつフラクションコレクターで集め､

そのなかから適当量とり､フェノール ･硫酸法に

て糖量を測定した｡試験管番号73-77､68-72､

61-67､55-60､52-54､49-51および27-48を

それぞれ集め､トa､Ⅰ-b､トC､トd､トe､トfおよ

び I-g画分としたO

アラビノキシランーⅡ (33.2mgキシロース相当
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量)を5mlの20mM酢酸緩衝液 (pH5.5)に溶解

し､精製キシラナ-ゼ50〃1を加え､40℃ で48時

間反応させた｡反応後､HC一IB-1-1と同様の操作

を行い､Bio-°elp-2のゲル櫨過クロマ トグラフ

ィーに供した｡試験管番号72-77､66-71､59-

65､53-58､43-52､39-42､34-38および25-

33をそれぞれ集め､Ⅱ-a､Ⅱ-b､Ⅱ-C､Ⅱ-d､Ⅱ-e､Ⅱ-f､

Ⅱ一gおよびⅡ-h画分とした｡

5)オリゴ糖分析

精製キシラナ～ゼ酵素分解物のオリゴ糖分析に

は､パルス ドアンペロメトリー検出(金電極)付き

のイオンクロマ トDX-300(日本ダイオネクス社)

による陰イオンクロマ トグラフィーで行った10)｡

分離カラムはCarboPacPAlを､ガー ドカラムは

carboPacPA1GUARDを用いた｡分析には溶離

液A (100mM水酸 化ナ トリウム)と溶離 液B

(500mM酢酸ナ トリウム/100mM水酸化ナ トリ

ウム)を用い､酢酸ナ トリウムの濃度勾配 (0-

50分､0-100mM)による溶出を1.Oml/分の流量

で行った｡

6)構成糖分析

中性糖量:試料 1ml(100FLgグルコース相当量)

を1mlの2M トリフルオロ酢酸で3時間､100oC
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で加水分解し､分解物を減圧乾固､200〃1の超純

水に溶解し､イオンクロマ トDX-300を用いて構

成糖分析を行った｡分離カラムはCarboPacPA1

を､ガー ドカラムはCarboPacPA1GUARDを用

いた｡分析には溶離液に超純水を用い､1.Oml/分

の流量で溶出した｡

酸性糖量 :試料溶液から適当量とり､カルバゾ

ール ･硫酸法にてガラクツロン酸相当量として求

めた｡ただし､本法では中性糖も発色するので､

あらかじめその影響量を算出､カルバゾール ･硫

酸法で求めた値から差し引き[真の酸性糖量-カ

ルバゾール･硫酸法にて求めた酸性糖量-(イオン

クロマ トグラフィーで求めた中性糖量×0.23)]､

それを酸性糖量とした11)｡

3.結果および考察

1)大麦若葉アラビノキシランの分離 ･精製

大麦若葉粉末の水不溶性食物繊維画分から､先

に調製した-ミセルロースIB画分 (ウロン酸 :ラ

ムノース:フコース:アラビノース:ガラクトース:

グルコース :キシロース-10.8:1.2:0.2:21.7:

7.1:1.7:57,2)を､先ずDEAE-SephadexA-25

イオン交換クロマ トグラフィーに供した｡20mM

酢酸緩衝液 (pH5.5)､0.2MNaClを含む同緩衝液､

0.5MNaClを含む同緩衝液および0.5MNaOHで

1 21 41 61 81 101 121 141 161 181

TubeNo.(20ml/tube)

Fig.1.DEAESephadexA-25chromatographyoffractionHC-1Bobtainedfromyoungbarleyleaves.

HC-IB (619.45mgasGIcequiv./39m120mM Na-acetatebuffer,pH5.5)wasappliedtoacolumn (5×

20cm)ofDEAESephadexA-25equibratedwiththesamebuffer.Thecolumnwaselutedstepwisewith
20mMNa-acetatebuffer,20mMNa-acetatebuffercontaing0.2MNaCland0.5MNaCl,and0.5MNaOH.

Tubes6-23,60-72and157-175wereseparatelycombinedtogivefractionsHC-IB-1,-2and13.
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Table 1.SugarcompositionandratiooffractionsHC-IB-1～-3obtainedfrom fractionHCJB after

chromatographyonDEAESephadexA-25.

Sugarcomposition(wt%)

FucAraGalGIc
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Fraction Total

sugar(mg)

HC-IB 619.45

HC-IB-1 246.18
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3 70.98 73000744つJ1
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Fig.
2
.
DEAESephadexA-25chromatographyoffractionHC-IB-1obtainedinFig.
1
.

HC-IB-1
(175
.
65mgasGIcequiv.
/10m120mMNa-acetatebuffer,p
H5
.
5)wasappliedtoacolumn(2.
5

×18cm)ofDEAESephadexA-25equibratedwiththesamebuffer.
Thecolumnwaselutedstepwise

with20mMNa-acetatebuffer,
20mMNa-acetatebuffercontaing0.
2MNaCland0.
5MNaCl,an
d0
.
5M

NaOH.
Tubes3-12,
23-34and43-48wereseparatelycombinedtogivefractionsHC-IB-1-1,-
2and-3.
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3
.
DEAESephadexA-25chromatographyoffractionHCJB-2obtainedinFig.
1
.

HC-IB-2
(134
.
13mgasGIcequiv.
/8m120mMNa-acetatebuffer,p
H5
.
5)wasappliedtoacohmn(2.
5

×18cm)ofDEAESephadexA-25equibratedwiththesamebuffer.
Thecolumnwaselutedstepwise

with20mMNa-acetatebuffer,
20mMNa-acetatebuffercontaing0,
2MNaCland0.
5MNaCl,an
dO
･
5M

NaOH.
Tubes3-8,
24-31,
32-44and45-50wereseparatelycombinedtogivefractionsHC-IB-2-1,-2,

-3and-4.
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Table 2.SugarcompositionandratiooffractionsHCJB-1-1--3Obtainedfrom fractionHCJB-1after

chromatographyonDEAESephadexA-25.

Fraction Total Ratio

sugar(mg) (%)

Sugarcomposition(wt%)

U.A. Rha Fuc Ara Gal GIc Xyl Man

HC-IB-1-1 113.08 71.9 tr.

1-2 37.83 24.1 tr.

1-3 6.32 4.0 tr.

0.3 25.2 10.6 2.1

0.3 28.7 14.2 0.6

0.3 32.1 12.4 0.6

61.8 0

56.2 0

54.6 0

Table 3.SugarcompositionandratiooffractionsHC-IB-2-1--4Obtainedfrom fractionHC-IB-2after

chromatographyonDEAESephadexA-25.

Fraction Total Ratio

sugar(mg) (%)

Sugarcomposition(wt%)

U.A. Rha Fuc Ara Gal GIc Xyl Man

HC-IB-2-1 23.69 18.8 tr.

2-2 70.47 56.1 tr.

2-3 22.47 17.9 tr.

24 9.09 7.2 tr.

1.6 0.4 28.9 13.3 1.4 54.4 0

2.2 0.2 24.0 8.5 0.5 64.6 0

0.8 0.2 24.4 7.5 0.4 66.7 0

3.1 0.3 27.8 11.7 0.6 56.5 0

IIIlIIIIIIH IIIIAIIIIIIIIlIIIlIIIIILIIIl

lJつ ⊂> Ln ⊂> lJつ ⊂> lJつ ⊂>千-- 千-- ～ ～ ∩ ∩ ■寸■

Fig. 4.Gas chromatogram of the partially

methylatedalditolacetatesobtainedfrom

theacidhydrolyzatesofthemethylated

arabinoxylan-Iand-Ⅰ.

Peaks1,2,3and4are2,3,5-Me3-Ara(2,3,5-

tri-0-methy1-1,4-di-0-acethy1-arabinitol),

2,3,4-Me3-Ⅹyl,2,3-and/or3,4-Me2-Ⅹyl,and

2-and/or3-Mel-Ⅹyl,respectively.

順次溶出した｡緩衝液 (HC-IB-1)､0.2MNaCl

(HC-IB-2)および0.5MNaOH (HC-IB-3)で

溶出した3画分に糖の溶出が認められた (Fig.1)0

それぞれの画分の収量と構成糖組成比をまとめた

のがTablelである｡HC-IB-1とHC-IB-2がそ

れぞれHC-IBの約50%と約40%を占めるが､構成

糖組成比に大きな差は認められなかった｡両画分

をさらに精製するために､それぞれを再度DEAE-

SephadexA-25イオン交換クロマ トグラフィーに

供した (Fig.2およびFig.3)｡ HC-IB-1および

HC-IB-2からそれぞれ得られた各画分の収量と

構成糖組成比をまとめたのがTable2および

Table 3である｡HC-IB-1-1およびHC-IB-2-

2をそれぞれ､大麦若葉アラビノキシランーⅠ(ウ

ロン酸 :フコース:アラビノース:ガラクトース :

グルコース:キシロース-微量 :0.3:25.2:10.6:

2.1:61.8)およびアラビノキシランーⅡ (ウロン

酸 :ラムノース :フコース :アラビノース :ガラ

クトース :グルコ-ス :キシロース-微量 :2.2:

0.2:24.0:8.5:0.5:64.6)として､以後の実験

を進めた｡

大麦若葉アラビノキシランーⅠおよび-Ⅱのβ-

1,4-D-キシラン主鎖の分岐率を調べるため､メ

チル化分析を行い､特にアラビノースおよびキシ

ロース残基の結合様式に注目した (Fig.4および

Table4)｡アラビノキシランーⅠは､非還元末端

アラビノース :非還元末端キシロース :4-結合キ

シロース:2,31結合キシロース-9.8:3.5:55.3:

31.4であり､アラビノキシランーⅡは､非還元末端

アラビノース :非還元末端キシロース :4-結合キ

シロース:2,3-結合キシロース-12.2:0.6:38.3:

48.9であった｡4-結合キシロースと2,3-結合キシ

ロースの割合より､アラビノキシランーⅠは主鎖の

β-1,4-D-キシロース残基の約36%が､アラビノ
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Table4.TheratioofT-Ara,T-Ⅹyl,4-and/or2-Ⅹyl,and3,4-and/or2,3-Ⅹylinthearabhoxylan-Iand-I.

PeakNo.Methylatedsugar Deducedglycosidic Ratio(%area)

1inkage linkage' Arabinoxylan-I Arabinoxylan-II

1 2,3,5-Meョ-Ara* * T-Ara

2 2,3,4-Meョ-Xyl T-Xy1

3 2,3-andノor3,4-Me2-Xy1 4-andノor2-Xy1

4 2-andノor3-Met-Xy1 3,4-andノor2,3-Xyl

8

5

3

4

9

3
.
55

31

.
2

6

3

9

12

0
.
38

48
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Fig.5.SeparationbygelfiltrationonBio-GelP-2ofthexylanase-hydrolyzateofarabinoxylan-Iand-Ⅱ

obtainedfromyoungbarleyleaves.

A :Thexylanase-hydrolyzateofarabinoxylan-I(36AmgasXylequiv.)wasputonacolumn (2.5X40cm)

ofBioIGelP-2,followedbyfiltrationthroughthecolumnwithwater.Tubes73-77,68-72,61-67,55-

60,52-54,49-51and27-48werecombinedtogivefraction トa,-b,-C,-d,-e,-fand一g,respectively.

B :Thexylanase-hydrolyzateofarabinoxylan-I(33.2mgasXylequiv.)wasputonacolumn (2.5×40cm)

ofBio-GelP-2,followedbyfiltrationthroughthecolumnwithwater.Tubes72-77,66-71,59-65,53-

58,43-52,39-42,34-38and25-33werecombinedtogivefractionI-a,-b,-C,-d,-e,-f,-gand-h,

respectively.

キシランーⅡは約56%が側鎖をもつ構造であると

示唆された｡両アラビノキシランの構成糖組成比

から､アラビノースの他にガラクトースなども検

出されており､アラビノース以外の側鎖構造も考

えられるが､今回のメチル化分析では側鎖の詳細

構造について同定することはできなかった｡

2)大麦若葉アラビノキシランーⅠおよび-Ⅱのキ

シラナーゼによる屑片分析

大麦若葉アラビノキシランーⅠおよび-Ⅱ､それぞ

れを精製キシラナ-ゼで加水分解し､加水分解物

をBio-GelP12のゲル漉過クロマ トグラフィーに

供した (Fig.5)｡構成糖組成比に大きな違いが認

Table 5.SugarcompositionandratiooffractionsI-a～ トgobtahedfrom thexylanase-hydrolyzed

arabinoxylan-IafterchromatographyonBio-GelP-2.

Fraction TubeNo. Total Ratio Sugarcomposition(wt%)

inFig･51A sugar(mg)(%) U･A･ Rha Fuc Ara Gal GIc Xyl Man

I-a 73-77 0.21 1.5

b 68-72 1.74 12.4

C 61-67 1.99 14.2

d 55-60 1.92 13.7

e 52-54 1.54 10.9

f 49-51 1.28 9.1

g 27-48 5.38 38,2

15.2 0.6 1.2 83.0 0

0.4 0.2 0.1 99.3 0

0.8 0.2 2.0 97.0 0

20.1 0.5 2.0 77.4 0

tr. 18.2 0.8 2.0 79.0 0

0.1 19.6 1.5 5.3 73.5 0

0.3 27.4 5.3 6.1 60.9 0
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Table 6. Sugarcomposition and ratio offractions Ⅱ-a～ 1-h obtained from the xylanase-hydrolyzed

arabinoxylan-IafterchromatographyonBio-GelP-2.

Fraction TubeNo. Total Ratio Sugarcomposition(wt%)

inFig･5-B sugar(mg) (%) U.A. R血a FUG

Ⅰ-a 72-77 0.13 1.0

b 66-71 0.75 6.0

c 59-65 0.47 3.7

d 53-58 0.49 3.8

e 43-52 2.98 23.7

r 38-42 1.62 12.9

g 34-38 2･20 17.5

h 25-33 3.95 31.4

Ara Gal GIG Xyl Man

3.5 0.7 1.6 94.2 0

0.3 0.3 0.5 98.9 0

tr. 2.5 1.5 0.9 95.1 0

0.2 18.6 2.0 0.9 78.3 0
0.1 12.5 2.0 0.4 85.0 0

0.1 16.7 2.8 0.7 79.7 0

0.2 21.1 5.9 0.6 72.2 0

0.5 27.4 10.3 1.0 60.8 0
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MinLAe5

Fig.6. HPAECchromatograph ofthexylanase-hydrolyzateofarabinoxylan-Iand一廿obtainedfrom young

barleyleaves.
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められずメチル化分析から分岐率の違いが示唆さ

れた大麦若葉アラビノキシランーⅠと一Ⅱであった

が､Fig.5からわかるようにキシラナ-ゼ加水分

解物の分子量分布に両者で大きな違いが認められ

た｡即ち､重合度 1-3に相当するオリゴ糖およ

び重合度 5以上のオリゴ糖の割合を求めると､ア

ラビノキシランーⅠでは28:72､そしてアラビノキ

シランーⅡでは11:89であった｡それぞれの加水分

解物から得られたオ リゴ糖各画分の構成糖組成

(Table5およびTable6)を見てみると､両者と

も重合度 5以上のオリゴ糖画分には顕著な量のア

ラビノースの存在が認められており､容易にアラ

ビノキシロオリゴ糖の存在が推定される｡

さらに､アラビノキシランーⅠおよび-Ⅱのキシラ

ナ-ゼ加水分解物をダイオネクス社の陰イオンク

ロマ トグラフィーに供した時の溶出パターンを

Fig.6に示す｡アラビノキシラン-Ⅰおよび-Ⅱの

加水分解物に見られるピーク1-3はいずれも標

準のβ-1,4-D-キシロオ リゴ糖 (キシロース､キ

シロビオース､キシロトリオース)の溶出時間と

一致していることから､それぞれキシロース､β1

1,4-D-キシロビオース､β-1,4-D-キシロトリオ

ースであると考えることができる｡それらの割合

はアラビノキシランーⅠの場合､加水分解物全体の

1.5%､12.4%､14.2%で､アラビノキシランーⅡ

の場合は加水分解物全体の1.0%､6.0%､3.7%で

あった｡この値は､ゲル漉過の結果とほぼ一致し

ている｡また､アラビノキシランーⅠの加水分解物

に見られるピーク4､5､6とアラビノキシランー

Ⅱの加水分解物に見られるピーク4､5､6は同一

物と考えられるが､詳細は不明である｡ただし､

Bio-GelP-2のゲル櫨過クロマ トグラフィーで得

られた各画分の構成糖分析の結果 (Table5およ

びTable6)より判断すると､アラビノースを含

むキシロオリゴ糖である可能性が非常に高い｡ま

た､アラビノキシランーⅠの加水分解物にはほとん

ど認められず､アラビノキシランーⅡの加水分解物

に認められるピーク7､8､9は､さらに重合度の

高いアラビノキシロオリゴ糖等であると推定され

る｡

これらの結果から､大麦若葉アラビノキシラン-

Ⅰと-Ⅱの違いは､β-1,4-D-キシラン主鎖のキシ

ロース残基の0-2または0-3の位置に結合して

いるアラビノース残基などの側鎖成分の分岐率の

違いと､分布状況の違いであると考えられる｡

3)総合考察

今回の研究から､大麦若葉の非セルロース性多

糖画分に存在する多糖の大部分は､β-1,4-D-キ

シランを主鎖としたアラビノキシランであること

が明らかとなったOそのアラビノキシランは､イ

オン交換体に非吸着タイプのもの (アラビノキシ

ランーⅠ)と吸着するタイプのもの (アラビノキシ

ランーⅡ)があることがわかった｡

これまで､大麦暗発芽幼植物細胞壁から分離し

た酸性アラビノキシランはβ-1,4-D-キシラン

を主鎖とし､そのキシロース残基の約50%が0-2

もしくは0-3の位置がアラビノース残基とグル

クロン酸残基により置換されている構造を有する

ことが報告されている12)｡さらに､ トウモロコシ

暗発芽幼植物から得たグルクロノアラビノキシラ

ンはβ-1,4-D-キシランを主鎖とし､そのキシロ

ース残基の約60-70%が0-2もしくは0-3の位

置でアラビノース､グルクロン酸あるいはその他

の糖残基で置換された構造を有することも報告さ

れている13)｡また､ トウモロコシには､低分岐キ

シランと高分岐キシランが存在し､その分布が ト

ウモロコシ組織により異なることも報告されてい

る14)0

一般に､禾本科植物細胞壁に存在するアラビノ

キシランのアラビノースとキシロースの比率は､

組織の生長に伴い変化し､生長するとともにアラ

ビノースの割合が減少することが知られている｡

今回の大麦若葉細胞壁中に分岐率の異なるアラビ

ノキシランの存在が明確になったが､詳細な構造

解析および機能性の違いの有無などの研究が今後

必要である｡
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